
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：25－012） 

 

１ 8 月 14 日にフィジーで開催された太平洋諸島フォーラム（PIF）外相会合

において、9 月 8 日からソロモン諸島で開催される第 54 回 PIF 首脳会議に、米

国、中国、台湾、日本などの域外パートナーを招待しないことが承認された。 

 昨年トンガで開催された第 53回 PIF首脳会議では、中国の干渉により、台湾

を PIFの域外パートナーとして再認識するとの記述が削除された。 

今年の PIF 首脳会議を主催するソロモン諸島政府は、同会議を前に、台湾を

優遇入国措置の対象リストから除外するなど、台湾の会議への参加を阻止しよ

うとする動きを見せており、これに対し台湾と外交関係を有するマーシャル諸

島、ツバル、パラオ等は、PIF の将来の結束と安定が危ぶまれていると警告を

発していた。 

 域外パートナーを招待しないことに対し、今年の会議では重要な域内課題に

集中できるとして次期 PIF 首脳会議主催国であるパラオなどが支持を表明した

一方、フィジー、豪州、ニュージーランド（NZ）からは反対意見が表明された。 

フィジーのランブカ首相は、この動きが太平洋における数十年にわたる協力

関係の分断を招きかねないと指摘した。 

また、NZ のピーターズ外相は、PIF が問題を抱えており、それは内部要因で

はなく外部からの影響によるものであると述べた。 

原文 

（29th July 2025, PACNEWS） 

原文 

（29th July 2025, Island Times） 

原文 

（5th August 2025, RadioNZ） 

原文 

（6th August 2025, PACNEWS） 

原文 

（6th August 2025, Talanoa Tonga） 

原文 

（14th August 2025, RadioNZ） 

原文 

（15th August 2025, RadioNZ） 

 

https://pina.com.fj/2025/07/29/solomon-islands-updates-concessional-entry-list-taiwan-dropped/
https://islandtimes.org/geopolitical-tensions-challenge-pacific-regionalism/
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/569074/marshall-islands-president-warns-of-threat-to-pacific-islands-forum-unity
https://pina.com.fj/2025/08/06/samoa-warns-forum-against-interference-on-taiwan/
https://talanoaotonga.to/palau-backs-solomon-islands-move-to-exclude-pacific-islands-forum-partner-talks-until-2026/
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/569944/winston-peters-blames-outsiders-for-pacific-islands-forum-tensions
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/570014/manele-wins-door-shut-on-pacific-islands-forum-partners-in-honiara


２ 7 月 26 日、在パラオ米国大使館で米軍への入隊式が行われ、パラオから新

たに男性 10名、女性 6名が入隊した。 

パラオは米国とのコンパクト（自由連合盟約）により米軍に入隊する資格が

国民に与えられており、兵役率が最も高い地域の一つである。 

原文 

（29th July 2025, Island Times） 

 

３ 米連邦捜査局（FBI）のパテル長官は、ニュージーランド（NZ）初となる

FBIの事務所を、ウェリントンの同国大使館内に開設したと発表した。 

同長官は、新事務所の設立はインド太平洋地域における中国の活動に対抗し、

サイバー犯罪、麻薬密輸などを取り締まり、ファイブ・アイズ（※米国、英国、

カナダ、豪州、NZ で構成される機密情報共有の枠組み）の取り組みを強化する

ためのものであると述べた。 

新事務所は、NZ、南極、サモア、ニウエ、クック諸島、トンガにおけるパー

トナーシップを担当する。 

原文 

（1st August 2025, PACNEWS） 

原文 

（13th August 2025, RadioNZ） 

 

４ 7 月 14 日、仏領ポリネシア当局は、メキシコからトンガ経由で豪州向け航

行中のヨットから、史上最大となる末端価格 3 億 3100 万ユーロ（3 億 8300 万

ドル）相当の麻薬を押収したと発表した。 

船体を解体し、麻薬捜索犬も使って確認した結果、1646.8kg のコカインと

232.4kg の覚せい剤が押収され、加えて 11 丁の拳銃と 24 個の弾倉も発見され

た。 

仏領ポリネシアでは覚せい剤の流通、使用が拡大しており、2025 年 2 月には

ブラザルソン大統領が仏政府に対し緊急支援を要請し、国家的な優先課題とし

て取り組む必要性を訴えていた。 

仏領ポリネシアは、サモア、フィジー、トンガなどと同様に、北米・南米か

ら豪州、ニュージーランド、アジアなどの主要市場へ向かう「麻薬ハイウェイ」

の主要中継地点とされている。 

原文 

（4th August 2025, PACNEWS） 

 

５ 国際海事機関（IMO）はフィジーのスバに新たな地域事務所を開設した。 

太平洋島嶼国は、海洋保護、船舶からの有害排出削減、海事分野における女

性の地位向上、規制遵守の強化、船員の福祉、港湾レジリエンス、デジタル化

への移行等、様々な IMO の取り組みに積極的に関与しているパートナーである。 

https://islandtimes.org/palauans-join-u-s-military-in-high-numbers-under-cofa-agreement/
https://pina.com.fj/2025/08/01/fbi-opens-first-office-in-new-zealand-to-counter-china-and-cybercrime-in-the-indo-pacific/
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/569815/fbi-expands-reach-to-cook-islands-as-us-seeks-to-counter-chinese-influence
https://pina.com.fj/2025/08/04/massive-cocaine-and-meth-haul-seized-on-yacht-in-french-polynesia-worth-e331-million/


IMO のドミンゲス事務局長は、太平洋地域、特に小島嶼発展途上国（SIDS）

にとっての海運及びブルーエコノミーの役割を強調しつつ、太平洋島嶼国に対

し、船舶からの温室効果ガス（GHG）排出削減による気候変動対策として、本

年 10 月に採択が見込まれる「IMO ネットゼロ枠組み」の実施を確保するための

連携継続を求めている。 

原文 

（12th August 2025, Pacific Island Times） 

原文 

（15th August 2025, The Marshall Islands Journal） 

 

６ パプアニューギニア（PNG）のマヌス島において、ロンブラム海軍基地拡

張プロジェクトの完了・引渡し式典が行われ、PNG のマラペ首相及び豪州のマ

ールズ国防相が出席した。 

マールズ国防相は、本プロジェクト完了までに要した費用が約 5億豪ドル（3

億 2600万ドル）となったことを明らかにした。これは当初の推定費用 1億 7500

万豪ドル（1 億 1400 万ドル）を大幅に上回る額であり、COVID19 パンデミック

と土地所有者との交渉遅延による工期の長期化が費用膨張の主な原因であると

いう。 

同国防相は、本プロジェクトは豪州が太平洋地域で手掛けた史上最大のイン

フラ事業であり、両国に戦略的利益をもたらす重要な資産になるとともに、両

国の防衛協力強化を具体的に示すものであると述べた。 

両国は、詳細は明らかにしていないものの、9 月 15 日の PNG 独立 50 周年に

合わせ、画期的な新防衛条約を締結すると表明している。この協定により両国

の防衛軍が相互の軍事施設をより容易に利用できるようになるという。 

原文 

（13th August 2025, PACNEWS） 

 

７ トンガ立法府は先週、外務省を内閣の傘下から国王の直轄機関に移管する

法案を可決した。 

 前政権下では、国王から不満を示された国防相と外相が辞任した。現政権下

において、国防省と外務省を国王の直轄機関に移管する法案が可決されたが、

民主主義への逆行であるとして、国王のトゥポウ 6 世に対し、法案に署名しな

いよう求める国民からの請願書が提出されている。 

原文 

（15th August 2025, Talanoa Tonga） 

 

８ シンガポール海峡を通過する船舶に対する武装強盗の急増は、インドネシ

ア当局による取締りの結果、ほぼ沈静化した。 

 同当局は 7 月 9 日の武装強盗組織の摘発後、7 月 24 日にも別組織の容疑者を

逮捕した。 

https://www.pacificislandtimes.com/post/international-maritime-organization-opens-regional-office-in-fiji-to-boost-pacific-maritime-cooperat
https://pina.com.fj/2025/08/13/australia-spends-500m-on-papua-new-guineas-lombrum-naval-base-expansion/
https://talanoaotonga.to/why-is-the-king-of-tonga-taking-control-of-foreign-affairs-and-defence/


 2015年11月に同当局がカリムンを拠点とする武装強盗組織を逮捕した結果、

翌年 4 月まで 139 日間に渡り武装強盗事案の発生がなかった。今回も同当局が

バタム島を拠点とする残りの武装強盗組織を逮捕することができれば、2015 年

同様に良好な結果が期待される。 

原文 

（13th August 2025, Seatrade Maritime） 

 

９ マーシャル諸島の 2026年度国家予算は 7億 6622万 2435ドルであり、その

うち米国からの資金が最大の割合を占めている。 

 内訳は、一般会計 1 億 2362 万 8376 ドル、コンパクト（自由連合盟約）資金

3億 7327万 8979ドル、米国政府補助金 1937万 4265ドル、特別会計 1247万 981

ドル、台湾資本プロジェクト費 1000万ドル、その他開発援助資金（主に世界銀

行とアジア開発銀行からの補助金）2億 2746万 9834ドルとなっている。 

 台湾は一般会計に 500 万ドルの予算支援も提供している。一般会計の主な財

源は海洋資源局（MIMRA）の漁業関係歳入 2520 万ドル、船舶・法人登録料 1500

万ドルが挙げられる。 

2025年度予算は 6億 7570万ドルであった。 

原文 

（15th August 2025, The Marshall Islands Journal） 

  

https://www.seatrade-maritime.com/piracy/arrests-halt-deepsea-vessel-boardings-in-singapore-strait?utm_campaign=STRADE_News_Seatrade%20Maritime%20Daily%20Headlines_NL_20250814&utm_emailname=STRADE_News_Seatrade%20Maritime%20Daily%20Headlines_NL_20250814&utm_medium=email&utm_source=eloqua&utm_MDMContactID=be23cd73-dc6a-41bd-9cbf-3cf7331b59c2&utm_campaigntype=Newsletter&eM=0ba78ad3815a0d6b20c237be21e756e17264a0edbc207780475b2990db6096f8&eventSeriesCode=ES_SEATRDMTMCTNT&eventEditionCode=MTM00SRC&sessionCode=S_STRDMTMNEWS&sp_eh=0ba78ad3815a0d6b20c237be21e756e17264a0edbc207780475b2990db6096f8


 
 

 

 

  



 

 


